












③危機管理関係（留学先の治安、医療機関の事情、心身の健康管理で気をつけた点など）

⑥学習・研究以外の活動（スポーツ・文化活動、ボランティア・インターン、週末や長期休暇の過ごし方など）

②生活環境（気候、大学周辺の様子、交通機関、食事、お金の管理方法（海外送金・クレジットカード）など）

北京は大陸性の気候なので日中の気温差が激しいです。着脱しやすい格好をしていきましょう。また，空気が
乾燥しているので保湿用のものを持っていくと良いでしょう。交通機関は主に清華大学のバスかタクシーを使っ
ていました。食事も主に清華大学の学食か，スタッフが連れて行ってくれるレストランで済ましました。お金は現
金のみ持っていき，その日必要な分だけ財布に入れて持ち歩いていました。

大気汚染が深刻だと聞いていたのでマスクを持っていきました。滞在していた時期はたまたま幸運なことに空気
がきれいだったので，四六時中マスクを着けていたわけではありませんでしたが，少し気になる時にしていまし
た。

プログラムを振り返って

①プログラムの意義、参加を通じて成長したこと、その他留学を通じての所感

期待とは異なり，Design Thinkingの勉強になったわけではありませんでしたが，このWorkshopに集まっていたア
ジア各国の優秀な学生達と交流できたことは何より良かったと思います。特に，このAUAに加盟している大学に
理工系専門の大学も少なくない（清華大学，香港科技大学，インド工科大学など）ことから，自分と同じように理
系に興味を持つ友人を得ることができました。また，大学1年次から中国語を習っていましたが，今回始めて中
国本土を訪れ，実際に中国語が使われている様子を目にしたことで，中国語学習への意欲がわきました。

滞在中主に利用したのは，iCenter(Workshopを行う場所）と学食のみでした。

④要した費用について（航空賃、授業料、教科書代、家賃、食費、交通費、娯楽費などの概算）

航空賃・授業料・宿泊費は清華大学が負担してくれており，交通費・食費は清華大学外でのもののみ自己負担
でした。日本から3万円分のRMBを持っていきましたが，最終的に使ったのは1万円強ぐらいでした（お土産含
む）。

⑤奨学金（受給していた場合は、支給機関・支給額・見つけた方法など）

受給していません。

Workshopの前後は時間が少しあるので，朝に早起きして観光に行ったり夜に外食をしに行ったりしていました。
いずれの場合も他の参加者＋清華大学の学生最低1人で行動するようにしていました。

派遣先大学の環境について

①参加学生へのサポート体制（語学面・学習面・生活面・精神面でのサポート等）

社会人のメンターの方がWorkshopの各班についてくれていました。また，Workshop以外の時間は清華大学の
学生が面倒を見てくれており，学食に連れて行ってくれたりしました。

②大学の設備（図書館・スポーツ施設・食堂・PC環境等）
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③今後参加を考えている学生へのメッセージ・アドバイス

AUAに加盟している大学のある国は，東は日本から南はスリランカ，西はアラブ首長国連邦まで様々な地域に
わたっています。アジアの学生と交流できる留学プログラムは多くありますが，これほど多様な地域の学生と交
流できる場を提供してくれる機会は他にないでしょう。アジアやテクノロジーに興味のある学生さんにとっては，
仮に大学を1週間休まなければならなかったとしても参加する価値のあるプログラムだと思います。

その他

①準備段階や留学中に役に立ったウェブサイト・出版物

特になし

②その他東京ኰとって䘀としイドバイ出版 イ生





学習・研究について

ễ ᴿτ“μοʺ ♯ᾓσςϬ βάρΥσΜΤᶎ ΰθʻ

ФкϽжЭ╥ᴥτΚθμο Ằ ᶘχ ᶘ ʾᾆẕᴬˢễӾ ˣπ“μθ︣ Φσςˢ ʾ ӡʾ♯ᾓʾ
τḩΰοˣ

῎ᶘḩἰχ ˢ χ῎ᶘйЦиʾ῎ᶘᶘ ˣ

IELTSϬ ΨϣΜτρμοΜθʻ₈ᵕχϢΞτʺ ΥΤΤϥᴦ Ϝ― ΰο ϛτֽ῎Ɫᶊψ︡
βϥάρϬΣ᷉ϛβϥʻ

Τϣⱱ╥ΰθ ΥϢΜϜχʺζχ τϞμοΣΨϓΦάρʾϯЖНϱІσς

ṗ τϢμο ṓױ χ ›ΜψӸΞϜχχʺὲῴχθϛτЫІϼψ πΚϥʻϘθʺ χᶘ ρχῖ Ϭ
ϢϤדᶪτβϥθϛτʺΣᴽ◓σςχὖΜΣ ▀Ϭⱱ╥βϥρ Μρ◘Ξʻ

῎ᶘ πχἂ ʾϯЖНϱІ

πШГиτ ϘϥάρΥπΦθʻ τ Υ Τμθʻ

ᶨḕẽˢṓῙʺ ᶘ χ ◓ʺῖ Ṑḩʺ ⱧʺΣỲχḚ ˢᵤᵰ ỲʾϼйЅАЕϸ˔Жˣσςˣ

PM2.5ψ ΥếΜάρρʺ Ϭ►Ξ πσΜθϛτ πψσΤμθʻЌϼЄ˔Υ τ ϓο τӗΜθ
ϛ τ► ΰθʻρτΤΨᵹΥῲΜθϛʺ τכּ ϥθϛτϜΤσϤ ΤφωσϣσΜ ›Υ Τμθʻ

ᶘ ʾᾆẕ πχϯЖНϱІ

ꜛ Υ βϥЕСАϼχṁ ꜡ψⱱμοΜΨϢΞτβϥρ╥ᴥΰϞβΜʻ

ϞψϤֽ῎ ψϘιϘιιρ◘μθʻГ˔Ыτḩ βϥ ῎Ϭֽ῎πᾠΠϥϢΞτ ΰοΣΨάρΥ
ʻ

生活について

ˢ ˢ ʾШ˔ЭІГϱʾи˔ЭЄϴϯ ˣʺᴪ ʺ χאָ ◓ʺᾋνΪθ σςˣ

ФкϽжЭχᵵ ˢ Ộʾ ʾ χІЌϱиʺԊ τ▪μοΜϥ ˣ

♆ψUrban RegenerationρΜΞЕСАϼτᶤϤ ϣϦοʺ5 χЎ˔Эπ Ằχ ṓױ Ϭᵠ βϥθϛχФк
ЅϴϼЕ ӛϬ“μθʻ1 Тϰ˔иЖм˔ϼΥΚϤʺDashilarρΜΞ ◊ ὺ Ϭ︢ϤννᵹϬзЛЦ˔Єд
рΰοΜϥ Ỹτ“μθʻЮрЌ˔χ◙ χϜρʺЫϱрЖЫАФʺІЕ˔з˔Щ˔ЖʺϽжТϰАϼТϮЄз
Г˔Єдрσςχ︣ Ϭ►μοϯϱДϰϯϬϘρϛ ΫοΩ τψ4 χОм˔ЪϱрЕϬ⌠μο ΰ
θʻм˔ϼЄдАФχГ˔ЫπΚμθDesign Thinkingχ︣ χ ῟ ψΚϘϤ ḇπΦσΨο▪ ιμθʻԁ
πʺᵤᵰχᶘ ψϽи˔ФπФкЅϴϼЕϬβϥάρτ τḈϦοΜοʺЮрН˔χӪᾋϬ βϥάρσ

ΨΞϘΨ︡Ϥ ϦοΜΨТϮЄзГ˔Єдр τḇ ΰθʻ
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Ϭ τ► ΰθʻ τӗᴣπ Ϝ Τμθʻ

ΰθ τνΜοˢ‚Ἃ ʺ Ộ ʺễᴬ ʺᴪ ʺ ʺῖ ʺῆᶚ σςχᵵ▄ˣ

ῆᶚ ρΰο2 ʻפֿד

ᶘỲˢ ẚΰοΜθ ›ψʺ◦ẚṐḩʾ◦ẚᶛʾᾋνΪθ σςˣ

τσΰʻ

ḧϞТжϱЕϘπχⱲḧπʺ θκρ Ằ◕ ḢΊϬΰθʻ

派遣先大学の環境について

╥ᴥᶘ ϒχЂЪ˔Е ˢ῎ᶘ ʾᶘ ʾ ᶨ ʾ πχЂЪ˔Е ˣ

Studen Ъ˔Е Ъᶙᶘ ᶨЪ˔Е ᶘ Ъ Ъᶨק ᶘ



₈ῇ╥ᴥϬ―ΠοΜϥᶘ ϒχЮАЈ˔ЅʾϯЖНϱІ

ФкϽжЭṍḧ ψʺЎарІϬΩ ᾢτ βϥνϜϤπʺ ˑσ ρ ΰʺπΦϥιΪ Ψχ Ϭ Ϧο
ϙϥρΜΜρ◘ΜϘβʻ

その他

ᵬϞ ᶘ τ τ μθϳϴУЂϱЕʾ

Ẕχ Φ

ζχ Ằ ᶘχШ˔ЭЧ˔Ѕʾ τἿ∏ΰοϢΜ ᶘ χּא ΥΚϦω ΰοΨιήΜʻ

4 / 4



Year at the time 
of Study Abroad

Host University:

✓ 6. Entrepreneurship
7. Others (                                        )

Insurance decided by the university

One of the best and richest  university in China, having huge campus and nice and great students

Reason why you decided to participate

Firstly, I am interested in design thinking for solving social problem. Secondly, I want to see and touch the social 
problem with my eyes. Thirdly, it's free.

Preparation for the program

(1) Application process (please give any advice on dealing with the application process)

Nothing

(2) Visa application (type of visa, where to apply, processing time, any advice on visa application)

Nothing

(3) Medical check-ups (health check-ups before departure, inoculations, etc.)

Nothing

(4) Insurance (information about insurance for travel/studying abroad purchased)

Outline of the receiving institution overseas

Faculty/Graduate School at 
UTokyo: Faculty of Education B0o(





I have more interests in social problem in education, so I will join the related activity.

(6) Activities other than academic/research work (sports, cultural, volunteer/internship, weekend activities, etc.

Sightseeing

Environment of the receiving institution
(1) Support facilities for students taking part in the program (such as language, academic, living support 
mechanism and counseling services)

Enough. Student staff are very kind and nice.

(1) The significance of the program and how you have developed by taking part in it, any other impression from 
having studied abroad

The significant point for me is that I could see the reality of the social problem (education for poverty) with my 
eye and that I understood how to communicate casually with oversea students in English. It is needed just to have 
confidence and make smile. It is almost the same as communication in Japanese.

(2) Facilities (libraries, sports facilities, cafeteria, IT equipment and facilities, etc.)

IT equipment is rather good. However, water supply in the toilet is broken in the univerisity

Looking back over the programt is munic stat s s

me 




